
新「検定対局制度」案

 普及部の三大衰微（段位免状、会員制度、支部制度）を大改善
 実力取得の新段位免状で権威が回復し、有償の指導資格で価値も誕生！

 棋士との厳格な手合割り対局
 合格者（勝利）に新段位免状を超格安（原価）で授与

 初段～四段：一律６０００円
 五段～七段：一律１００００円

 新段位免状に称号を与えて有償の指導資格を公認
 会員制度の復興

 検定対局の参加権（有償）で会員に超目玉が誕生！

 全国支部活動の活性化
 検定対局の開催と助成金で支部が活性化！

 有償の「指導資格」が免状の肝
 リタイア最大の関心事が資格取得（大手新聞アンケート結果）
 「こども囲碁」への普及にも、親の立場から有償の指導資格が重要

 棋士の全国的な職場作り
 検定対局の支部派遣で棋士の全国的、組織的な職場が生まれる

1. 「実力認定」が囲碁愛好者の最大関心事
2. 有償の「指導資格」が免状本来の価値
3. 新「検定対局制度」は超高価な現段位免状の賞品活用策

最終改革委員会：平成１８年
（公財） 日本棋院：経営企画会議

改訂：令和６年７月：酒井 猛
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会員特典として、破格で権威ある新免状取得制度の施行

棋士との厳格な手合い割り対局による実力認定で、合格者

に新段位免状を無償授与

新免状に有償の指導資格の称号を記入し、基準料金を公開

棋士派遣に伴う支部負担を無くして、囲碁会開催の参加費から

支部に助成金を還付

新検定対局制度

囲碁活動
有償指導資格

合格

「新検定対局制度」案の考案図
（普及部事業の総合改革）

新免状
（超破格で提供）

改善点

改善案

企画案
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問題点

「検定対局制度」は１９８７年から１年ほど施行され
　、全国で凡そ２０００名が参加し、棋士に４００回

　　（４００単位）分の仕事が生まれて大成功した。
しかし、次期の役員会で些細な疑義が出され、事実上
として撤廃された。

　　当案は「段位制度大改革」による新段位免状に「有償
　　の指導資格」を追加して、付加価値を飛躍的に高めた
　　復活版（更に衰微した会員、支部への対応）。

  



検定対局制度
（企画要点）

新段位免状の検定対局
（有償の指導資格）

資格取得が大きな関心事
（リタイア／こどもの親）

アマ段位の権威回復 厳格な実力認定

棋士との新段位手合割りによる対局

合格は勝利（持碁含む）

最高度の免状価値
（免許皆伝）

指導資格の新免状
（棋道範士／棋道修士の明記）

有償の指導活動（基準料金の公開）

「こども囲碁塾」の開催（棋道範士）

極めて安価な新免状
（要合格）

検定対局料 ８千円（初段）～３万２千円（七段）

新段位免状の授与

初段～四段：一律６０００円

五段～七段：一律１００００円

会員制度の大改善
（衰微する会員制度の復興）

会員の目玉となる大きな特典 検定対局の参加資格

支部制度の大改善
（衰微する支部制度の復興）

検定対局の積極的な開催
（支部に２５％の助成金）

日本囲碁界の発展
新段位免状の取得者
（有償の指導資格）

一般者による積極的な囲碁普及
（囲碁市場規模の大拡張）

棋士の職場作り
（全国各地）

県本部／支部開催
初年度２００回分の仕事／５年度１０１３回分の仕事作り

（初年度１００支部×年度２単位開催平均）

新検定対局制度案の要点
（普及部事業の総合改革と棋士の職場作り）

※　過去の実績から、合格率が約３３％で、
平均検定料（２万４千円）に合格免状料（６０００円）
を合わせて３万円だが、これは、初段の推薦免状料金
と同額。
従って、 ３回の棋士との検定対局がサービスになる。

※　所属の支部、県本部の会員
（検定対局の対象）



検定対局の内容
（県本部／支部）

参加対象
日本棋院会員

１年以上の会費納入者
（開催の支部、県本部の所属）

検定対局料金
初段：８千円～七段：３万２千円
（別紙「検定対局料金」参照）

合格者：新免状授与
（持碁含む勝利）

初段～四段：一律６千円

五段～七段：一律１万円

同時対局数
（１単位）

初段～四段：５名

五段～七段：３名

対局時間 １単位：２時間半

対局手合割り
新段級位制度による手合割り

（別紙「新段級位の手合割り」参照）

検定対局棋士
検定対局料の総額に対応する段位の棋士

（別紙、派遣基準額参照）

新段位免状の資格
（日本棋院公認）

有償指導資格と称号
（新免状に明記）

棋道範士
（五段～七段）

棋道修士
（初段～四段）

指導基準料金の公開

開催方法

開催場所
全国の県本部（４５都道府県）

全国各地の支部

開催単位（１日） １単位～３単位

開催経費
（検定対局総額対比）

開催支部助成金：２５％
県本部助成金　 ：　５％

旅費／宿泊費：最大２０％
（派遣棋士の実費）

（不足金額は支部助成金から補填）

開催申請
（日本棋院ＨＰの検定対局ページ）

検定対局申請書の記入、送信

検定対局料の振り込み
（１単位以上）

※　北海道、沖縄などの遠隔地での開催は、旅費の関係から、２日（土日等）
　　 による６単位等 で行う。 
　　 この場合の派遣棋士は、前日の現地到着で２泊３日とする。
      但し、現地在住の棋士または帰郷などで、開催支部の要請があれば柔軟
　　 に対応する。
※　日本棋院の施設での開催は別途に定める

日本棋院公認の「こども囲碁塾」の開催
（別途「院生塾」の下位）

日本棋院への登録等を必用とする

支部アンケート結果

賛成：１５７名　６０％
反対：　２７名　１０％　

諸経費の精算金額

超破格！

時間切れは判定



（要消費税）

（送料含む）

対局料 同時対局 免状料 飛越し料 桐箱 携帯免状

初段 ¥8,000

二段 ¥10,000

三段 ¥12,000

四段 ¥14,000

五段 ¥22,000 ¥10,000

六段 ¥27,000 （１段位）

七段 ¥32,000

（送料含む）

免状金額 飛び越し料 桐箱 携帯免状

初段

二段

三段

四段

五段 ¥15,000 ¥5,000

六段 ¥20,000 （１段位）

七段 ¥25,000

※　新段位免状取得の金額に対して、院生塾、こども囲碁塾に３０％の還元を行う。

※　新段位免状の有償授与は半年に一回とし、別途の申請書（日本棋院発行）の提出を必用とする。

※　新段位免状の有償授与は院生制度および、各塾の実力実績の基準にて決定する。
　　  （基準は日本棋院承認を必要とする）

※　支部開催の検定対局料に対して、支部（２5％）／県本部（５％）が助成される。
　　 県本部開催の検定対局料に対しては、県本部に30％が助成される。

※　検定対局の対象者は、開催の県本部または支部の所属会員でかつ、１年以上の会費納入者であること。
　　（日本棋院の直接開催での検定対局は別途に定める）

※　従来の段位免状取得者の飛び越し料は免除とする。

¥2,500

オプション新段位免状の授与

¥10,000 ¥1,000

¥5,000

¥2,500
（１段位）

資格称号
（有償指導）

検定対局と新段位免状の料金

棋道範士

棋道修士

資格称号
（有償指導）

検定段位

検定対局料金と各種料金

棋道修士

棋道範士

五局
（１単位）

三局
（１単位）

¥5,000

¥5,000
（１段位）

検定対局（日本棋院および、全国の県本部、並びに各地の支部で開催）　

オプション

¥2,000

¥5,000

院生制度／院生塾／こども囲碁塾

¥10,000

¥6,000



収入

派遣基準 派遣基準 支部助成 県本部

最低額 平均額 基本 対局 小計 25% 5% 平均率 平均額

四位 ¥40,000 ¥42,500 ¥10,000 ¥10,000 ¥20,000 ¥10,625 ¥2,125 ¥0 ¥9,750 22.9%

三位 ¥46,000 ¥48,500 ¥11,000 ¥11,000 ¥22,000 ¥12,125 ¥2,425 ¥0 ¥11,950 24.6%

二位 ¥52,000 ¥54,500 ¥12,000 ¥12,500 ¥24,500 ¥13,625 ¥2,725 ¥0 ¥13,650 25.0%

一位 ¥58,000 ¥61,500 ¥13,000 ¥14,000 ¥27,000 ¥15,375 ¥3,075 ¥0 ¥16,050 26.1%

四位 ¥66,000 ¥69,000 ¥15,000 ¥16,000 ¥31,000 ¥17,250 ¥3,450 ¥0 ¥17,300 25.1%

三位 ¥73,000 ¥81,500 ¥17,000 ¥18,000 ¥35,000 ¥20,375 ¥4,075 ¥0 ¥22,050 27.1%

四位 ¥80,000 ¥85,000 ¥10,000 ¥20,000 ¥30,000 ¥21,250 ¥4,250 ¥8,500 ¥21,000 24.7%

三位 ¥92,000 ¥97,000 ¥11,000 ¥22,000 ¥33,000 ¥24,250 ¥4,850 ¥9,700 ¥25,200 26.0%

二位 ¥104,000 ¥109,000 ¥12,000 ¥25,000 ¥37,000 ¥27,250 ¥5,450 ¥10,900 ¥28,400 26.1%

一位 ¥116,000 ¥123,000 ¥13,000 ¥28,000 ¥41,000 ¥30,750 ¥6,150 ¥12,300 ¥32,800 26.7%

四位 ¥132,000 ¥138,000 ¥15,000 ¥32,000 ¥47,000 ¥34,500 ¥6,900 ¥13,800 ¥35,800 25.9%

三位 ¥146,000 ¥163,000 ¥17,000 ¥36,000 ¥53,000 ¥40,750 ¥8,150 ¥16,300 ¥44,800 27.5%

四位 ¥120,000 ¥127,500 ¥10,000 ¥30,000 ¥40,000 ¥31,875 ¥6,375 ¥19,125 ¥30,125 23.6%

三位 ¥138,000 ¥145,500 ¥11,000 ¥33,000 ¥44,000 ¥36,375 ¥7,275 ¥21,825 ¥36,025 24.8%

二位 ¥156,000 ¥163,500 ¥12,000 ¥37,500 ¥49,500 ¥40,875 ¥8,175 ¥24,525 ¥40,425 24.7%

一位 ¥174,000 ¥184,500 ¥13,000 ¥42,000 ¥55,000 ¥46,125 ¥9,225 ¥27,675 ¥46,475 25.2%

四位 ¥198,000 ¥207,000 ¥15,000 ¥48,000 ¥63,000 ¥51,750 ¥10,350 ¥31,050 ¥50,850 24.6%

三位 ¥219,000 ¥244,500 ¥17,000 ¥54,000 ¥71,000 ¥61,125 ¥12,225 ¥36,675 ¥63,475 26.0%

支部派遣の検定対局収支

収支（別途、通信費）

※ 検定対局の開催は県本部でも可とする。

0%

３単位
（１５局）

八段

九段

２単位
（１０局）

八段

九段

利益 利益率
旅費宿泊費

九段

※ 北海道、沖縄などの遠隔地は土日の２日間（６単位）の開催（２泊３日）とすることで旅費宿泊費で対応可能。
（但し、現地棋士の在住、帰郷等により、開催の県本部または支部が要請する場合は１単位から可能）

支出（免状経費の比率を除き、他の比率は派遣基準の平均額対比）

１単位
（５局）

八段

最大２5％
15%

最大15％
10%

単位
（１日）

派遣棋士
棋士手当

※ 旅費宿泊費が不足の場合は、支部助成金から補填するものとする。



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

大賛成 賛成 不明 反対 大反対 大賛成 賛成 不明 反対 大反対

数 66 30 61 20 65 22 37 76 74 48 20 7

比率 25% 11% 23% 8% 25% 8% 14% 29% 28% 18% 8% 3%

数

比率

送付数 回答数 回答率

831 262 31.5%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

大賛成 賛成 不明 反対 大反対

数 62 95 65 13 20 7

比率 24% 36% 25% 5% 8% 3%

数

比率

不明

60% 30%

新検定対局制度

Ｂ案Ａ案

262

賛成 反対不明賛成

無回答 無回答

反対

総数

個別比較

賛否比較
10%43%36%

2711396 87

支部アンケート集計結果（１２月８日時点）

個別比較

賛否比較

総数

33%

264

段位制度改定

27157

＊１　段位制度改定のＡ案の総数が全体の回答数と
異なりますが、これは、Ａ案で複数選択があったこと
によります。なお、複数選択はそのまま数に加算しま
した。
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